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大
雨
や
台
風
の
際
、
河
川
の
水
位
や
周
辺
状

況
を
確
認
す
る
た
め
、
消
防
団
が
地
域
を
巡

回
し
、危
険
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

河
川
壇
本
時
の

運
鐵

・
状
溌
確
認

醐
』濯
機

ヽヽ、 ´́ ´

亀

■

土
の
う
に
よ
る

浸
水
被
害
の
防
止

住
宅
や
道
路

へ
の
浸
水
を

防
ぐ
た
め
、
土
の
う
を
設
置

し
、被
害
の
拡
大
を
抑
え
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

感
蠣
炒
澤
■

台
風
や
強
風
で
倒
れ
た
木
を
チ

エ
ン

ソ
ー
で
除
去
し
、
通
行
の
確
保
や
二
次

災
害
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

堂
鞣
八
辣
褥
鰊

饂
蟷

饉
蠅
鯰

土
砂
災
害
が
発
生
し
た
際

に
は
、
人
命
救
助
を
最
優

先
に
、
捜
索
や
掘
削
作
業

を
行
い
ま
す
。

笏
麒
呻
讀
鳳
暑
鰊

で
蜀
咸
蛉

浸
水
し
た
地
域
で
は
、
ボ
ー
ト
を
使
用

し
て
、
逃
げ
遅
れ
た
方
の
救
出
や
安
全

な
場
所
へ
の
移
動
を
行
い
ま
す
。
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未来をまもる子ども消防ロ

「かた昼 (かたひる)」 とは大分の方言で「半日」の

こと。「かた昼消防団」は、小・中学生が半日消防

団員として活動し、地域の防災や消防の大切さを

学ぶ取り組みです。

活動は、放水訓練や応急手当の体験、地域での防

火広報や炊き出しなど。消防団員と一緒に行動し

ながら、「自分たちのまちは自分たちで守る」とい

う意識を育んでいきます。子どもたちの防災意識

を高め、地域全体の防災力向上にもつながる、大

分市ならではの取り組みです。

饒爽広撃震溝動 炊き轟移爾|1纏
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贈彎

家庭での備え‡轟、災書から織をける

ため鍮大切な一歩です。翻Mがら
防災グツパやは難節法篭躍轟し、

家族全員で備えを見直し畿しょう。

災害はいつ起こるかわからないため、日頃から

の備えが大切です。家庭の防災では、非常持出

袋や備蓄だけでなく、家族全員が「どこに避難

するか」「どう連絡を取るか」を共有しておくこ

とが安心につながります。

また、家具の固定や懐中電灯・電池の確認など、

家の中の安全対策も重要です。普段から少しず

つ準備しておくことで、いざという時に落ち着

いて行動することができます。

α園日D
土砂災害の前兆

小石の落下や地鳴り、湧き水の

濁りは土砂災害の前兆とされて

います。普段と違う音や斜面の

変化に気づいたら、すぐにその場

を離れ、安全な場所へ早めに避

難することが大切です。

α回団D
ハザ…ドマツプ

周辺の浸水や土砂災害など地域

の危険箇所を地図で把握できま

す。事前にリスクを

知ることで、災害時

の避難方向を判断

しやすくなります。

蓼 1書
■
■
■
■
■2025年 11月 30日 (日 )、 戸次地区で「戸次か

た昼消防団結成式」が行われました。

戸次分団の団員が集まる中、方面隊長による

辞令交付や、かた昼消防団員の決意表明など

が行われ、式典は厳かに執り行われました。法

被姿の子どもたちは非常に頼もしく、地域の

未来を感じさせる光景でした。なお、大分市で

のかた昼消防団の結成は4年ぶりとなります。

振

■
■
■
■

鮫水討|1鰊体験 :  懸議手当影ll鰊
1蠅

小さな備えが、家族の大きな安心をつくります。
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地域のためIt

できることを。

,、たる痛陽回での薇
が

今‐につながつています。

消防団に入つたきつかけを教えてください。消防団に入つたきつかけを教えてくださ‖。

消防国でどんな活動を亡れてLlますか? 一緒に活動して感じたことは?

消防団に入ってょかったことは?

今後やつてみたLlこと、続けたし1こと|さ ?

佐々木 慎吾さん(会社役員)

佐々木 向日葵さん(会社員)

県外から戻つてきた際、消防団の部長に声をかけてもらつたことが

入団のきつかけです。地域の人たちと関わり合いを持てる場だと感

じ、参加を決意しました。

父が消防団に所属している姿を見て、自分も誰かの役に立つことを

副隊長として活動していることもあり、「佐々木さんの娘さんだね」

と地域の方々から声をかけられることが多く、覚えていただけるの

がうれしく感じています。

地域の方々に名前を覚えていただき、声をかけてもらえる機会も増

え、団員としての自党も少しずつ芽生えてきました。

今は女性団員として、幼稚園などで紙芝居による防火活動に取り組

んでいます。今後は、応急救護など人の命を守る知識や技術にも挑

戦していきたいです。

S‐■_1‖ 00● SASAR:
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瘍

晰

魏
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瘍

してみたいと思い、入団を決めました。

父が消防団員だつた影響もあり、小さい頃から「自分も入る」と決めてい

ました。中学3年で参加した「かた昼消防団」の経験も大きかつたです。

この「かた昼消防団」は、僕が小学生の頃に賀来地域で始まり、大分市内

で最も早い取り組みとされています。地域の防災活動に触れたことで、高

校卒業後すぐに入団する決意が固まりました。

現在は一般団員として、他の団員と同様に訓練や火災出動に取り組んで

います。近所で火災があつた際には実際に放水を経験し、「かた昼消防

団」での体験がいざという時に役立つたと実感しました。今は、「かた昼消

防団」出身の後輩が入団する姿を見るのも楽しみのひとつです。

地域の人たちと自然に関わりが生まれ、つながりが深まることが一番の

魅力です。火災や災害時に「自分たちの手で何かできる」と感じられるこ

とも、消防団のやりがいだと思います。僕にとって「かた昼消防団」はその

原点。これからも続いてほしい取り組みです。

後 藤  友 和 さん (会社員)
・TO m.OК AZJ.‐ 0010

「□

地域で火災や自然災害等が発生すれば、消

防団長の指示により消防ボンプ積載車など

で出動し、活動を行います

消防団員は自分の仕事を持ちながら、火災

や自然災害が発生した際には、災害現場へ

駆けつける特別職の地方公務員です。

消防団員に知り合いが

瘍躊躙
18才以上の健康な人で

大分市に居住または

通勤・通学している人
鰈炒削晰

+

電話 or消防団HPよ り

消防局・消防署ヘ

問い合わせ

`有
)大 在 自動車整備工場 JX金 属フラント

/

ル ′
′
′

(株 ) 大(株 ) コン
′

分 生 大分ノ(株

マ ック 国道九/(株 ) 四フエ江 大分支店

メ 藤井イ(株 ) (株 ) レイ (有 )

株 ) セキ土建 大分信木材工 業 (株 )(株 )/
(株 )(株 )ジ ョ 環境整備産業 /(株 )

(株 )華 園 温水器産業(株 )栗木精

お問い合わせ先
大分市消防局 総務課 teL097‐ 532口 2188
MAT01 01TA [発行]大分市消防日本部 (大分市荷揚町3-45荷揚複合公共施設 5階 ) 財

回議電日

諷 趾

しました。

団

入回の流れ

本市で:ま支援事業所に鶴 防団協力事業所表示証」隆交付しt市ホームベージで公表しています。

これを通より、事業所の信頼性向上と地域防災体諸輸 強化を図つでも壌す。

少予高齢悠 こより消防爾員が減少する中、


